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平成14年度予算に対する各会派の見解平成14年度予算に対する各会派の見解
自
治
体
の
長
に
求
め
ら
れ
る
も
の
は
、

責
任
、
ポ
リ
シ
ー
、
未
来
へ
の
展
望
を

予
算
に
表
す
こ
と
で
す
。
と
こ
ろ
が
、

神
山
区
政
4
期
目
最
後
の
予
算
も
、
そ

う
し
た
こ
と
を
一
切
示
す
こ
と
の
な
い

予
算
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
ず
、「
行
財
政
5
か
年
計
画
の
効
果

が
表
れ
て
き
て
い
る
」
こ
と
を
理
由
に

区
長
自
身
の
判
断
で
、
区
長
を
は
じ
め

特
別
職
の
給
与
の
減
額
率
を
下
げ
た
こ

と
は
到
底
容
認
で
き
ま
せ
ん
。
行
政
の

評
価
は
、
財
政
上
の
数
値
よ
り
も
、
区

民
生
活
が
向
上
し
た
と
い
う
実
感
が
持

て
る
か
ど
う
か
に
あ
る
は
ず
で
す
。

ま
た
、
凍
結
さ
れ
た
（
仮
称
）
上
野

原
ス
ポ
ー
ツ
・
学
習
施
設
、
南
部
区
民

ホ
ー
ル
等
五
つ
の
施
設
計
画
に
つ
い
て
、

学
者
な
ど
で
構
成
す
る
委
員
会
で
見
直

し
を
す
る
た
め
の
予
算
が
計
上
さ
れ
て

い
ま
す
。
計
画
は
、
区
長
自
身
が
約
束

し
た
こ
と
で
す
。
正
面
か
ら
区
民
と
向

き
合
い
、
計
画
作
り
に
携
わ
っ
た
地
域

の
皆
さ
ん
に
説
明
責
任
を
果
た
し
、
自

ら
の
手
で
主
体
性
を
持
っ
て
見
直
し
を

す
る
こ
と
が
、
首
長
本
来
の
姿
勢
で
す
。

ほ
か
に
も
、
施
設
の
改
善
を
優
先
す

べ
き
福
祉
施
設
で
、
そ
の
場
し
の
ぎ
の

予
算
の
バ
ラ
マ
キ
が
さ
れ
た
り
、
教
育

現
場
に
過
重
な
経
費
節
減
を
求
め
る
な

ど
、
未
来
へ
の
展
望
が
も
て
る
よ
う
な

政
策
転
換
に
は
ほ
ど
遠
い
本
予
算
に
反

対
し
ま
す
。

平
成
14
年
度
予
算
で
、
28
億
円
分
の

新
規
事
業
及
び
事
業
の
充
実
を
図
っ
た

と
言
い
ま
す
が
、
あ
ま
り
聞
こ
え
の
良

い
言
葉
は
禁
物
だ
と
思
い
ま
す
。

28
億
円
の
内
訳
を
見
る
と
、
10
億
円

は
中
小
企
業
向
け
の
緊
急
景
気
対
策
特

別
融
資
の
枠
の
拡
大
で
あ
り
、
す
ぐ
に

歳
出
を
伴
い
ま
せ
ん
が
、
後
年
度
に
利

子
補
給
と
い
う
義
務
的
な
負
担
が
大
き

く
発
生
し
ま
す
。
ま
た
、
緊
急
雇
用
対

策
な
ど
の
国
・
都
の
補
助
事
業
や
、
起

債
に
よ
る
事
業
な
ど
、
後
年
度
に
負
担

を
ま
わ
す
事
業
が
多
く
、
こ
れ
か
ら
の

財
政
運
営
上
課
題
を
残
し
た
と
い
え
ま

す
。用

地
売
却
9
億
円
、
起
債
の
活
用
、

財
調
基
金
か
ら
の
繰
り
入
れ
な
ど
22
億

円
と
、
臨
時
的
な
財
源
対
策
が
必
要
な

こ
こ
数
年
は
、
特
に
注
意
を
す
べ
き
だ

と
思
い
ま
す
。
ま
た
、「
入
る
を
量
り
て

出
ず
る
を
制
す
」
歳
入
に
見
合
っ
た
歳

出
構
造
に
な
る
ま
で
に
は
、
ま
だ
ま
だ

時
間
が
か
か
り
ま
す
。
行
財
政
5
か
年

計
画
の
着
実
な
取
り
組
み
と
共
に
、
さ

ら
に
先
を
見
通
し
た
財
政
運
営
を
行
わ

な
い
と
区
民
や
職
員
へ
の
負
担
を
さ
ら

に
大
き
な
も
の
に
し
て
し
ま
い
ま
す
。

行
財
政
改
革
へ
の
取
り
組
み
2
年
目

と
な
る
平
成
14
年
度
予
算
は
、
次
代
を

担
う
区
民
に
大
き
な
ツ
ケ
を
残
さ
な
い

た
め
に
も
十
分
な
説
明
が
必
要
と
考
え

ま
す
。

今
こ
そ
説
明
責
任
を
！

自
由
民
主
党
議
員
団

平
成
14
年
度
の
中
野
区
の
予
算
は
、

連
続
10
年
マ
イ
ナ
ス
予
算
と
依
然
と
し

て
厳
し
い
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

こ
う
し
た
厳
し
い
予
算
の
中
で
、
福

祉
作
業
所
な
ど
に
通
う
利
用
者
の
負
担

軽
減
や
区
立
中
学
校
の
す
べ
て
に
ス
ク

ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
を
配
置
す
る
等
、

福
祉
、
教
育
施
策
で
評
価
で
き
る
面
も

あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
今
中
野
区
は
経
常
収
支
比

率
が
、
1
0
1
・
7
％
（
11
年
度
）
に

ま
で
落
ち
込
ん
で
し
ま
っ
た
財
政
の
立

て
直
し
が
最
大
の
課
題
で
す
。

13
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
行
財
政
5
か

年
計
画
は
今
年
で
2
年
目
を
迎
え
ま
す

が
、
福
祉
・
教
育
施
策
を
始
め
数
多
く

の
施
策
の
廃
止
、
縮
小
、
休
止
等
区
民

生
活
の
多
大
な
犠
牲
の
上
に
立
て
ら
れ

て
い
ま
す
。

そ
れ
故
、
昨
年
は
ま
ず
自
ら
の
身
を

削
る
べ
き
だ
と
い
う
立
場
に
た
っ
て
、

区
長
を
始
め
議
員
の
給
与
、
報
酬
の
カ

ッ
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、

今
年
に
な
る
と
、
区
長
は
給
与
の
20
％

カ
ッ
ト
を
13
％
に
緩
和
し
、
議
員
も
報

酬
4
％
カ
ッ
ト
を
止
め
ま
し
た
。
豊
島

区
で
は
、
区
長
は
給
与
20
％
、
期
末
手

当
50
％
カ
ッ
ト
を
3
年
継
続
し
て
い
ま

す
。
区
民
生
活
が
依
然
と
し
て
厳
し
い

中
、
行
政
の
最
高
責
任
者
と
し
て
の
区

長
の
姿
勢
そ
し
て
議
会
の
姿
勢
が
問
わ

れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

中野区議会は、虚礼等の廃止を決議しています

!!

小
泉
内
閣
の
「
不
良
債
権
最
終
処
理
」

が
不
況
を
い
っ
そ
う
深
刻
な
も
の
と
し
、

日
本
経
済
を
破
た
ん
へ
と
進
ま
せ
る
中
、

「
構
造
改
革
」
の
痛
み
に
加
え
、
区
民
負

担
増
の
02
年
度
予
算
で
す
。

01
年
度
比
で
区
税
収
入
4
億
8
千
万

円
、
特
別
区
交
付
金
9
億
7
千
万
円
の

歳
入
減
と
い
う
区
財
政
と
区
民
生
活
を

苦
し
め
る
根
本
原
因
に
迫
る
こ
と
な
く
、

中
野
授
産
場
廃
止
、
中
学
校
修
学
旅
行

参
加
費
補
助
の
廃
止
な
ど
、
福
祉
と
教

育
の
縮
小
削
減
で
区
民
に
重
い
負
担
を

求
め
る
も
の
で
す
。

日
本
共
産
党
議
員
団
は
、
①
区
長
・

議
長
・
議
員
等
の
報
酬
カ
ッ
ト
②
不
要

不
急
な
電
子
区
役
所
推
進
事
業
や
警
大

跡
地
の
調
査
、
測
量
等
の
減
額
を
行
う

一
方
で
、
①
原
爆
被
爆
者
見
舞
金
復
元
、

障
害
者
福
祉
手
当
（
第
二
種
）
等
の
復

元
②
図
書
館
図
書
資
料
購
入
費
、
小
・

中
学
校
維
持
補
修
費
等
の
増
額
を
行
う

予
算
修
正
案
を
提
出
し
ま
し
た
が
、
残

念
な
が
ら
否
決
さ
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
議
会
と
住
民
運
動
を
結
ん

だ
取
り
組
み
で
、
乳
幼
児
医
療
費
助
成

の
充
実
、
小
・
中
学
校
の
耐
震
補
強
工

事
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
全
中

学
校
配
置
、
第
5
杉
の
子
作
業
所
の
開

設
支
援
な
ど
を
実
ら
せ
ま
し
た
。

区
民
の
み
な
さ
ん
と
共
同
し
、
暮
ら

し
を
最
優
先
す
る
区
政
に
転
換
さ
せ
る

た
め
、
全
力
を
つ
く
し
ま
す
。

平
成
14
年
度
の
一
般
会
計
予
算
は
、

総
額
8
7
5
億
9
6
0
0
万
円
、
前
年

度
と
比
べ
て
、
実
質
11
億
円
余
、
1
・

2
％
の
減
に
な
り
ま
し
た
。

景
気
の
低
迷
で
、
特
別
区
税
や
特
別

区
交
付
金
の
大
幅
な
減
少
が
見
込
ま
れ

る
中
、
平
成
13
年
度
に
積
み
立
て
た
基

金
の
繰
り
入
れ
や
、
用
地
の
売
却
な
ど

臨
時
的
な
財
源
対
策
を
行
い
、
行
財
政

5
か
年
計
画
に
沿
っ
た
予
算
を
実
現
し

た
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

歳
出
で
は
、
職
員
1
0
0
名
の
削
減

目
標
に
対
し
て
1
3
9
名
が
予
定
さ
れ

る
な
ど
、
人
件
費
の
抑
制
が
図
ら
れ
て

い
ま
す
。
厳
し
い
区
財
政
に
あ
っ
て
も
、

我
が
会
派
の
要
望
の
う
ち
、
西
中
野
・

北
原
両
小
学
校
の
耐
震
補
強
工
事
の
前

倒
し
、
乳
幼
児
医
療
費
助
成
が
就
学
前

ま
で
所
得
制
限
を
撤
廃
、
小
児
初
期
救

急
医
療
事
業
の
開
始
、
ご
み
の
戸
別
収

集
モ
デ
ル
事
業
な
ど
が
予
算
化
さ
れ
ま

し
た
。

な
お
、
警
察
大
学
校
等
跡
地
の
土
地

利
用
転
換
計
画
の
推
進
や
、
江
古
田
の

森
施
設
の
整
備
方
針
は
早
急
に
決
め
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
上
野
原
等
凍
結
し

て
い
る
事
業
の
評
価
を
行
っ
た
上
で
の

廃
止
、
見
直
し
な
ど
、
区
民
と
の
協
働

に
よ
る
新
た
な
取
り
組
み
も
重
要
な
課

題
で
す
。
区
民
の
福
利
向
上
を
図
る
た

め
に
一
層
の
内
部
努
力
と
財
政
健
全
化

へ
の
不
断
の
努
力
を
求
め
ま
す
。

●時候の挨拶状の送付
●中元等の贈答
●慶事、弔事についての廃止事項
①祝儀、香典、供花の贈与　②祝電および弔電等の発送
本人または配偶者が出席する場合は、会費相当額を限度とする。

●病気等の見舞における金品等の贈与
●新聞、雑誌、名簿、掲示板等への広告
●各種行事・各種団体に対する寄付・カンパ、祝儀、祝
電、金品等の贈与等
本人または配偶者が出席する場合は、会費相当額を限度とする。

虚
礼
等
廃
止
の
主
な
事
項

贈らない
求めない
受け取らない

贈らない
求めない
受け取らない

「
暮
ら
し
最
優
先
」に
転
換
を

区
民
と
の
協
働
で
財
政
健
全
化

日
本
共
産
党
議
員
団

公

明

党

議

員

団

未
来
を
見
据
え
た
政
策
転
換
を
！

市
民
自
治
フ
ォ
ー
ラ
ム

問
わ
れ
る
区
長
の
行
政
姿
勢

民
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ク

ラ
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